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故佐川 寛典 元理事長・学長「お別れの会」（平成21年２月26日）
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

故故故故佐川佐川佐川佐川    寛典寛典寛典寛典    元元元元理事長理事長理事長理事長・・・・学長学長学長学長    

「「「「おおおお別別別別れのれのれのれの会会会会」」」」 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 平成 ２ １年２月 ２ ６日

（木）午後２時から, 去る

１月１５日に逝去された

故佐川寛典大阪歯科大学

元理事長・学長を偲ぶ「お

別れの会」が, 本学楠葉

学舎講堂において執り行

われた。天候が心配され

たが, 幸い晴天に恵まれ, 

平日にもかかわらず, ７００名を超える参列者が故人に

お別れを告げた。 

 「お別れの会」は, 参列者の黙祷に始まり, 会を代

表して川添堯彬本学理事長・学長がお別れのことばを

述べた。続いて, 橋下 徹大阪府知事（代読）, 中原 泉

日本私立歯科大学協会会長, 大沼 淳日本私立大学協

会会長（代読）, 梅本俊夫神奈川歯科大学前学長（本学

細菌学講座 OB）, 三谷 卓本学同窓会会長の各位から, 

故人を偲び, お別れのことばが述べられた。 

また, 塩谷 立文部科学大臣をはじめ弔電も, 各界

から多数寄せられた。最後に, お集まりいただいた参

列者各位に対し, 村上 勝本学常務理事から謝辞の挨

拶があり, 委員長献花, ご遺族の献花のあと参列者一

人ひとりが祭壇に献花し, 故人との最後のお別れをし

た。 

 

佐川佐川佐川佐川    寛典寛典寛典寛典（（（（さがわさがわさがわさがわ    ひろすけひろすけひろすけひろすけ）））） 

昭和 7 年 1 月 １日 高知市にて出生  

平成 21 年 1 月 15 日 逝去（享年 77 歳） 

学校法人大阪歯科大学 元理事長・学長 

社団法人日本私立歯科大学協会 前会長 

    

略略略略    歴歴歴歴    

昭和 31年 3 月 大阪歯科大学卒業 

昭和 40年 9 月 歯学博士（大阪歯科大学） 

昭和 43年 4 月 ワシントン州立大学客員教授 

昭和 45年 6 月 大阪歯科大学助教授（細菌学講座） 

昭和 46年 5 月 大阪歯科大学教授（細菌学講座） 

昭和 46年 6 月 大阪歯科大学大学院教授（細菌学） 

昭和 59年 9 月 大阪歯科大学副学長 

昭和 62年 5 月 学校法人大阪歯科大学評議員 

平成 4 年 9 月 大阪歯科大学学長 

平成 4 年 9 月 学校法人大阪歯科大学常務理事 

平成 5 年 4 月 学校法人大阪歯科大学理事長 

平成 11年 4 月 大阪歯科大学名誉教授 

平成 16年 4 月 大阪歯科大学同窓会会長 

平成 17年 12月 大阪歯科大学名誉学長 

平成 18年 6 月 学校法人大阪歯科大学名誉理事長 

 

主主主主なななな社会活動社会活動社会活動社会活動    

昭和 46年 1 月 大阪歯科学会理事 

昭和 55年 1 月 大阪歯科学会会長 

昭和 56年 6 月 日本口腔科学会評議員 

昭和 59年 4 月 日本歯周病学会評議員 

昭和 60年 4 月 日本歯科医学会常任理事 

昭和 60年 4 月 国際歯科生涯研修学会日本部会長 

昭和 61年 2 月 文部省学術審議会専門委員 

昭和 62年 1 月 日本細菌学会評議員 

昭和 63年 4 月 歯科基礎医学会常任理事 

平成 4 年 5 月  財団法人日中医学協会運営委員会委員 

平成 4 年 9 月 財団法人大学基準協会評議員 

平成 5 年 4 月 日本歯科医学教育学会理事 

平成 6 年 1 月 国公私立歯科大学学長会議議長 

平成 8 年 4 月 日本私立大学協会常務理事 

平成 8 年 11月 日本歯科医学会副会長 

平成 9 年 4 月 日本口腔衛生学会評議員 

平成 10年 1 月 社団法人日本私立歯科大学協会会長 

平成 10年 1 月 財団法人歯科医療研修振興財団理事長 

平成 10年 3 月 財団法人国際医療技術交流財団理事 

平成 11年 10月 第 22 回アジア太平洋歯科大会副会長 

平成 13年 1 月  厚生省医道審議会専門委員 

平成 16年 10月 日本高等教育評価機構評議員 

 

主主主主なななな受賞受賞受賞受賞    

昭和 63年 7 月 ローダー賞（国際歯科生涯研修学会）受賞 

平成 6 年 11月 大阪府知事表彰受賞 

平成 11年 6月 聖スタニスラフ勲章(ロシア連邦共和国)受章 

平成 20年 4 月 瑞宝中綬章受章    
平成 21年 1 月 従四位に叙せられる 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

おおおお別別別別れのことばれのことばれのことばれのことば    

理事長理事長理事長理事長・・・・学長学長学長学長    川添川添川添川添    堯彬堯彬堯彬堯彬    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

― お別れのことば。 

平成２１年１月１５日の夕刻 , 

かねてより病気療養中であられ

た本学の名誉学長であり, また, 

理事長も務められた佐川寛典先

生が, 急性心筋梗塞のため７７歳

で逝去されました。先生は, 平成１７年９月に公務のた

め出向いていた福岡の地で倒れられ, ３年４ヵ月の長

きにわたる闘病を経てこの日, 意識がもどらないまま

最期のときを迎えられたのであります。ここに, 謹ん

で哀悼の念を述べさせていただきます。 

先生は, 昭和７年１月１日に四国の高知市にお生ま

れになられ, 本学には昭和２５年に入学され, 卒業後は

細菌学講座に残られて, 教育・研究の道を踏み出され

ました。昭和４６年に, ３９歳の若さで細菌学講座の教授

に就任され, ２８年の長きにわたる教授職を務められま

した。そして, 昭和５９年には副学長, 平成４年には学

長に就任されています。また, 平成５年に理事長に就

任され, その後の７年間を学長と理事長を兼務されて

います。 

学長として, また理事長として佐川先生は, 類を見

ないリーダーシップを発揮されています。在任中の平

成７年１月には, あの阪神大震災という未曾有の大災

害が発生し, 本学も少なからぬ被害を受けたわけであ

りますが, 佐川先生は自ら陣頭指揮に立ち, 本学の再

建に全力を注がれました。震災を乗り越え, 平成９年

には本学の一大事業であります楠葉への学舎移転, 天

満橋病院の新設を無事とりおこない, 現在の本学の礎

が築かれたのであります。 

学生教育におきましても , Ｓ.P.S．「スチューデン

ト・パーソネル・サービス」, すなわち「学生を主体

とした教育, 大学」を提唱され, 新しい教育観に基づ

く, 統合型カリキュラムを展開されてきました。現在

は, 先生のこの「学生中心主義」を引き継ぎ, これを

さらに発展させるため, 新たな教育改革を進めている

ところであります。 

一方で, 先生のリーダーシップは自ら教職員の中に

飛び込み, 分け隔てなく誰とでも話をし, 意見をもつ
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ものがあればその意見を聞き, 大学全体の中でそれを

生かしているように見えました。ほんとに, 皆から慕

われ, また, 本学を人一倍愛した先生でした。 

学外に目を向けても, 先生はあらゆる方面で活躍さ

れました。平成１０年には, 社団法人日本私立歯科大学

協会会長に就任し, ８年間その要職を務めました。文

部省（現文部科学省）, 厚生省（現厚生労働省）関係の審

議会専門委員も長く務められました。また, 日本私立

大学協会や財団法人大学基準協会の要職も, 長年務め

られました。学会におきましても日本歯科医学会を始

めとして, 歯科基礎医学会, 日本細菌学会, 日本歯科

医学教育学会などで要職を歴任されてきました。 

また, 先生は広く世界に向けても活躍されました。 

とりわけ, 中国の大学との学術交流において, 現在の

上海交通大学口腔医学院を始め, ５つの重点大学とそ

れぞれ学術交流協定を結び, 学術大会の開催など交流

を深めてきました。おおらかで, 大きな人, 大人（タ

イジン）の風格をもたれていた先生は, 中国の偉人の

ような印象を人に与えますが, 先生の中国への思いも

さぞ, 大きかったのではないでしょうか。 

こうした先生の学術・教育面における貢献, あるい

は社会的貢献に対して, 昭和６３年には国際的な歯科医

療の発展につくした功績により「ローダー賞」, 平成

６年には「大阪府知事表彰」を受けています。また, 平

成１１年には日本とロシアとの友好交流の発展につく

した功績を讃える「聖スタニスラフ勲章」, そして平

成２０年に, 瑞宝中綬章を受章されています。 

最後になりましたが, 佐川先生が亡くなられた１月

１５日という日は本学にとって特別な日であることを, 

ひと言述べさせていただきます。と申しますのは, 本

学の設立者であります藤原市太郎が亡くなったのも, 

昭和１４年の同じ１月１５日であります。その藤原市太郎

が本学を設立し, 開校記念式典を開催したのが今から

百年ほど前の明治４５年の１月１４日, 亡くなる前日に

あたるわけであります。何か縁のようなものを感じざ

るを得ません。 

本学を設立した藤原市太郎, 阪神大震災を乗り越え, 

移転という大事業を成し遂げた佐川先生, 本学を築い

てこられたお二人の先生が同じ１月１５日にお亡くな

りになられたということ, このことを私たちは心に刻

み, ２０１１年の本学の創立１００周年に向け, 全身全霊で

本学の発展に尽くしていく覚悟であることを, お誓い

申し上げます。 

改めて, 佐川寛典先生のご冥福を心よりお祈りいた

します。 

（大阪歯科大学理事長・学長 川添堯彬） 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

おおおお別別別別れのことばれのことばれのことばれのことば    

大阪府大阪府大阪府大阪府    知事知事知事知事    橋下橋下橋下橋下        徹徹徹徹    

（（（（代読代読代読代読））））同健康福祉部同健康福祉部同健康福祉部同健康福祉部    大西大西大西大西    宏昭宏昭宏昭宏昭    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

大阪府健康福祉部保健医

療室, 大西と申します。本日

は, 知事のお別れの言葉を預

かってまいりましたので, 代

読させていただきます。 

 ― お別れのことば。 

本日ここに, 大阪歯科大学

理事長であり学長であられました, 故佐川寛典先生の

「お別れの会」が厳粛に開催されるにあたり, 大阪府

を代表して衷心より哀悼の意を表し, 謹んでお別れの

言葉を捧げます。 

佐川先生は, 昭和３１年３月に大阪歯科大学を卒業さ

れ, 同校にて歯学博士の学位を授与された後, 同校大

学院教授, 学長, 名誉教授, 名誉学長などを歴任され, 

歯科医学にかんする研究, 人材の育成, 地域の歯科保

健医療の充実に全身全霊を捧げられました。また, 学

校法人大阪歯科大学理事長として, 長きにわたり法人

経営にも多大な足跡を残されました。先生ご生前のご

遺徳は, あまねく貴学の役員, 教職員の方々をはじめ, 

学生の皆さまにも伝わり, 貴学隆盛の源となることを

固く信じるものであります。 

先生は, 大学外におかれましても, 社団法人日本私

立歯科大学協会の会長, 歯科医療研修振興財団理事長,  

日本歯科医学会副会長, 歯科基礎医学会常任理事, 日

本歯周病学会評議員, 日本細菌学会評議員, 日本口腔

科学会評議員, 日本歯科医学教育学会理事など, 要職

に就かれると共に, 平成６年には, 厚生省医療関係者

審議会委員, 厚生省歯科医師の養成のあり方に関する

検討委員会小委員会委員にご就任されるなど, 我が国

の歯科研究, 医療の向上に多大なご貢献をされました。 

とりわけ大阪府にとりましては, 府内において優秀
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な歯科医師を多数輩出いただきますと共に, 大阪口腔

衛生協会顧問として歯科保健医療の充実に格別のお力

添えをいただいたところであり, 深く感謝いたしてお

ります。私どもといたしましても, これからも更なる

ご指導をいただけるものと思っておりましたところ, 

突然の訃報に接し, ご遺族の方はもとより, 大学関係

者の皆さまのお嘆きはいかばかりかと, 心中お察しす

るにあまりあるところであります。その悲しみは, 大

阪府におきましても, とうてい一朝一夕に拭いさるこ

とはできないものではありますが, 先生のお教えを胸

に, 大阪府といたしましても歯科保健医療の向上に邁

進する決意であります。 

ここにあらためて先生ご生前のご功績に対して, 深

甚なる敬意と感謝の意を表しますと共に, 心からご冥

福をお祈りいたしまして, お別れの言葉といたします。 

（大阪府知事 橋下 徹） 

 

＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞ 

 

 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

おおおお別別別別れのことばれのことばれのことばれのことば    

（（（（社社社社））））日本私立歯科大学協会日本私立歯科大学協会日本私立歯科大学協会日本私立歯科大学協会    会長会長会長会長    中原中原中原中原        泉泉泉泉    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

― お別れのことば。 

佐川寛典先生のご逝去に際

し, 謹んで哀悼の言葉を申し述

べます。 

私が初めて先生にお会いし

たのは平成元年でございました。

私は, 天満橋に先生をお訪ねし

て, 細菌学のプロフェッショナルとは・・・, 住まい

は実験器具と書籍に埋もれていました。その家の奥か

ら, 「はあい」という大声がして, 大柄のすらりとし

た先生の姿が現れました。一見して, 穏和な理知的な

学者というのが, 先生の第一印象でございました。私

は一瞬にしてそのお人柄に魅了されたことを今も忘れ

ておりません。 

それから１０年後の平成１０年に, 先生は私ども日本

私立歯科大学協会の会長に就任され, 私は専務として, 

仕事を共にすることになりました。その時には先生は, 

恰幅のよい貫禄充分の学長になられておられました。

先生は, ことあるごとに必ず私に「どうお考えですか」

と尋ねられました。私が意見を述べますと, しばらく

思案された後, 「それでいきましょう」と明快な決断

を下されました。私は先生より一桁年少でございます

が, 私と先生はまことに馬が合い, 名コンビでありま

した。協会の一宮事務局長を加えて, 三人は名トリオ

であったと自負しております。 

私が先生に電話を差し上げる時は決まって早朝でし

た。先生は毎朝７時には大学に出勤されていたからで

あります。協会の仕事で上京される時は, 先生はいつ

も, 帰りは新幹線の最終便の切符を買われました。仕

事は早く済めば早い便に乗り換えて, とんぼ返りをさ

れるのが常でありました。私も東京と新潟を往復して

おりますが, 先生は５時間かけて日帰りされ, それも

必ず楠葉の大学に寄られて, 仕事を片付け, そのあと

深夜, ご自分で車を運転して奈良のご自宅まで帰られ

る, と側聞を致しておりました。 

数多い大学の理事長・学長の中にあって, 先生は紛

れもなく, 大学の仕事に骨身を惜しまず, 大学に命を

かけておられた私学人でありました。私は, 先輩であ
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り, 同志であった先生を偲び, 日本私立歯科大学協会

を代表して, 心より感謝を申し上げ, お別れの言葉と

致します。 

（社団法人日本私立歯科大学協会会長 中原 泉） 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

おおおお別別別別れのことばれのことばれのことばれのことば    

日本私立大学協会日本私立大学協会日本私立大学協会日本私立大学協会    会長会長会長会長    大沼大沼大沼大沼        淳淳淳淳    

（（（（代読代読代読代読））））同協会同協会同協会同協会    副会長副会長副会長副会長    廣川廣川廣川廣川    利男利男利男利男    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

日本私立大学協会会長, 大沼 

淳が出席できなくなりましたの

で, お別れのことばをお預かり

してまいりました。代読をさせ

ていただきます。 

― お別れのことば。 

本日ここに, 学校法人大阪歯

科大学元理事長・学長, 故佐川寛典先生の「お別れの

会」が, しめやかに執り行われるに当たり, 日本私立

大学協会を代表して, 心から哀悼の意を表します。 

 ただいま, 先生のご遺影の前に立ちますと, 先生在

りし日のお姿が偲ばれてまいります。全国の私学人一

同は, 真の私学人としての気骨ある指導者を失いまし

た厳粛なる事実に, 深い悲しみの念を禁じ得ないので

あります。 

 顧みますれば, 先生は昭和３１年大阪歯科大学を卒業

され, 大阪歯科大学副手, 助手, 講師, 助教授, 教授, 

副学長の職を経て, 平成４年には学長に就任されまし

た。そして, 平成５年, 学校法人大阪歯科大学理事長

に就任されました。理事長・学長職を退任された後も, 

名誉理事長・名誉学長として, 学園の崇高なる「建学

の精神」の具現者として, 今日に至るまで, 教育・研

究の充実・発展に心血を傾注されてこられました。 

 この間, 先生には, 本協会において平成５年から理

事として, 平成８年から１８年まで常務理事として, 全

国的視野に立たれての私立大学の振興に指導的役割を

果たしていただきました。 

 また , 先生には , 本協会役員に就任いただく以前 , 

昭和５５年から学生生活指導研究委員会の委員として, 

お力添えをいただいておりました。本委員会において

は, その後平成８年から副委員長として, 平成１２年か

らは担当理事として, 平成１８年４月まで実に２６年間

の永きに亘り, 学生生活指導, 学生支援について調査, 

研究に多大なるご尽力をいただきました。 

 本協会では, 先生の多年に亘るご功績に, 敬意と感

謝の意を表し, 平成１２年に永年功労者として表彰をさ

せていただきました。 

 国もまた, 先生のかかるご功績に対し平成２０年, 瑞

宝中綬章を授けられ, この輝かしい栄光を永く讃えて

おられます。 

 先生は, その生涯を通して, 慈父のごとく学校法人

大阪歯科大学を愛し, 我が国の私立大学の振興に捧げ

尽くされたのであります。私学人一同, その崇高なる

ご生涯に対し, 深甚なる敬意を表す次第であります。 

 先生のご生前の数々のご功績とご遺徳は, 川添堯彬

理事長・学長をはじめとする学校法人大阪歯科大学関

係者の胸に永遠に継承され, 必ずや大学の一層の隆昌

がもたらされる事と, 深く確信するものであります。 

 我々もまた, 絶えず先生のご遺風を偲び, 協力一致

のもとに叡智を結集し, 私学に課せられた責務を果た

すべく決意と覚悟を新たに致しております。 

 ここに, 日本私立大学協会は謹んで故佐川寛典先生

のご冥福を祈り, ご生前の数々のご功績に対し, 衷心

より重ねて敬意と感謝の念を捧げ, お別れのことばと

致します。 

 佐川寛典先生, 安らかにお眠りください。 

（日本私立大学協会会長 大沼 淳） 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

おおおお別別別別れのことばれのことばれのことばれのことば    

神奈川歯科大学神奈川歯科大学神奈川歯科大学神奈川歯科大学    前前前前学長学長学長学長    梅本梅本梅本梅本    俊夫俊夫俊夫俊夫    

（（（（大阪歯科大学細菌学講座大阪歯科大学細菌学講座大阪歯科大学細菌学講座大阪歯科大学細菌学講座 OBOBOBOB））））    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

― お別れのことば。 

本日 , 大阪歯科大学元理事

長・学長, 故佐川寛典先生の「お

別れの会」が執り行われるにあ

たり, 大阪歯科大学細菌学教室

の同門を代表して, 謹んでお別

れのご挨拶を申し上げます。 

３年前の９月に, 九州への旅の中で突然心筋梗塞の

ため倒れられそのまま療養を続けられておられること

をお聞きして以来, いつかこの日が来ることを心の片

隅で覚悟をしておりましたが, 今先生の遺影を前にし

ますと, 言い知れぬ寂しさがこみ上げてまいります。

定めとはいえ残念でなりません。 

佐川先生は, 昭和３１年に大阪歯科大学を卒業後, 直

ちに細菌学教室に入室され, 研究者, 教育者としての

道を歩まれました。そして, 昭和３８年６月から, ４２年

８月まで４年間に亘って, ワシントン州立大学プルマ

ンに留学されました。私の大学院時代の４年間が, ち

ょうど佐川先生の留学時期と重なっていたため, 先生

には研究指導を直接受けることができませんでした。

ただ, 私が大学院の４年生の時, 卒業後の留学先を探

す目的で, ヨーロッパ及びアメリカ各地の大学歯学部, 

歯科大学を訪問した折, 最後にプルマンを訪れ, 佐川

先生と奥様に歓待して頂いたことは生涯の思い出です。

佐川先生が留学から帰国され, 私が大学院を修了して, 

細菌学教室に入室した昭和４３年当時, 教室の状況は, 

助教授以下の定員が４名の所に８名の先生がおられる,

実験スペースも机も深夜にならないと使えない状態で, 

一刻も早く留学しなければならないと思ったものでし

た。それでも教室は活気があって, 本当に楽しい時代

でした。 

然るに, 昭和４４年に, 助教授の森政和先生が薬理学

教授に就任され, 翌４５年には城西歯科大学, 現在の明

海大学歯学部が設立され, 筆頭講師の片山有夫先生, 

北野繁雄先生が教授, 助教授として, また中尾俊一先

生が口腔衛生学の教授として赴任されました。さらに

４６年には, 岐阜歯科大学, 現在の朝日大学歯学部が設

立され, 私の父が学長, 並河勇先生と新田裕先生が教

授, 助教授として赴任されました。その結果, 昭和４６

年５月に佐川先生が教授に就任され, 大学院を出て３

年目の私が助教授に任命されました。佐川先生として

は, 未熟な助教授で本当に困られたのではないかと思

っております。 

その後昭和５９年に, 私が神奈川歯科大学に赴任する

までの１３年間, 佐川先生の下で仕事をさせていただき

ました。先生は本当に心の広い方で, 一度たりとも叱

られたことはなく, また研究も自由にさせてください

ました。私にとっては, やり甲斐のある, 充実した１３

年間でございました。教室が発足して３年目の４９年に, 

私が留学することが決まりました折にも, 学生教育に

人手が足りない中, 「普通では教授不在の時は, 助教

授これを代行するやけど, この教室では助教授不在の

時は, 教授これを代行するや」と言って, 快く送り出

してくださいました。今でも感謝しております。この

ように, 先生は下のものに対して, 上から物を言われ

るのではなく, いつもいたわりの心を持って接してく

ださる先生の態度は, 私のみならず多くの人の共感を

得たと思います。事実, 佐川先生のファンは私の周り

にも大勢おりました。 

昭和５９年に, 私が神奈川歯科大学に移りました後に, 

佐川先生は副学長, さらに平成４年には学長に就任さ

れました。これもひとえに佐川先生の人徳のしからし

むるところだと思います。先生は学長職を８年間, さ

らに理事長職を平成４年からの時代を含めて１３年間

務められ, 大学の発展のために尽くされました。特に

この間, 天満橋と牧野に離れていた学舎を, この楠葉

に集め, 新学舎の建設に取り組まれ, 現在のキャンパ

スを完成させられました。 

学外におきましても, 日本私立歯科大学協会会長と

して, また財団法人歯科医療研修振興財団の理事長と

して功績を果たされました。この間, 東京と大阪を行

ったり来たりの毎日でした。これらの仕事だけでも, 

常人には務まらない, 多忙であるにもかかわらず, 先

生は人から頼まれると断れない優しいご性格のため, 

全国の同窓会支部の集まりや, 卒業生のクラス会など

にも律儀に出席されておられました。これでは, いつ

お休みになるのかと案じ, 充分休養を取られるように

と申し上げましたが, 先生は「大丈夫, 大丈夫」と言

って, 聞き入れられませんでした。先生は, 生来の頑



‐9‐    
 

ＯＤＵＯＤＵＯＤＵＯＤＵ    ＮＥＷＳＮＥＷＳＮＥＷＳＮＥＷＳ ＮｏＮｏＮｏＮｏ.153.153.153.153 

大阪歯科大学広報 第 153 号 

健な身体をお持ちでしたが, やはり７０を超えてからの

スケジュールは厳しかったのではないでしょうか。危

惧していたとおり, 平成１７年９月に心筋梗塞に倒れら

れました。先生はこれまで, 常に大学のため, 人のた

めに, 働き続けてこられました。 

このように大学を愛する先生を失うことは, 誠に残

念至極と言わざるを得ません。寿命という定めは, 如

何ともなしようがありません。今先生にお別れするこ

とは, 断腸の思いでありますが, 私の瞼の中では, 先

に逝かれた, かつての細菌学教室の先生方, 先輩方と, 

楽しげに語り合っておられる先生の顔が浮かんできて, 

羨ましい感じさえいたします。私も今年で齢７０です。

そう遠くない時期に, またお会い出来ると思っており

ます。今はその時までのしばしのお別れです。どうか

安らかにお眠りください。 

先生, ありがとうございました。さようなら。 

（大阪歯科大学細菌学教室同門代表 梅本俊夫） 

 

 

＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞ 

 

 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

佐川寛典先生追悼佐川寛典先生追悼佐川寛典先生追悼佐川寛典先生追悼のののの辞辞辞辞    

大阪歯科大学同窓会会長大阪歯科大学同窓会会長大阪歯科大学同窓会会長大阪歯科大学同窓会会長    三谷三谷三谷三谷        卓卓卓卓    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 故元大阪歯科大学理事長, 同

窓会前会長従四位佐川寛典先生

のご霊前に, 全国同窓会１万余

名を代表してお別れの言葉を捧

げます。平成１７年９月あの青天

の霹靂の知らせを受けたのは, 

昨日のように思い出されます。日頃お元気であった先

生のことだけに, 我々は耳を疑ったところでありまし

た。同窓会長として九州へ出張されたときのご病気で

ありました。就任１年半のご多忙がご病気のきっかけ

になったのかもと悔やまれるところでした。あれから

３年４カ月がたっていました。九州の地で奥様やご家

族, 能登原先生らのご看護に見守られ, 少しずつご快

復されていると聞いておりましたが, そのかいなく幽

明異境となられ, 今は寂しく悲しく, ただただ銜哀致

誠（がんあいちせい）を捧げるばかりであります。 

 思い返しますと, 先生は学生時代から文武両道で学

友会でも大いに活躍されてきましたが, 学年が近い

我々後輩にもいつも和願愛語で接し, 大学からも信頼

と将来を嘱望されてこられました。土佐高知のご出身

であるだけに維新の志は竜馬の思いに似, 順調に教授

となられ, その後は母校の発展躍進に大いに寄与され

てきました。特に学長に就任され, 附属病院や楠葉学

舎の建設によって長年の念願でありました学舎を刷新

し, 新たなる大学の発展に貢献され, その先頭に立っ

て大事業を成し遂げてこられたことは大きな業績であ

りました。また, 学会や歯科界の重要な会議に関係さ

れ, その発展に寄与されてきました。時は流れて今, わ

が母校は教育拠点の二極化が聊か課題になっています

が, 先輩の先生方の残された貴重な資産として知恵を

出して活用効果を高めていくものと信じています。 

 今となっては先生には思い残すこともたくさんあっ

たと思いますが, 今日まで雨の日も風の日もあったで

しょうが, 歯科界の最も華やかな時代に脚光を浴びて

歩んでこられた道はまっすぐな堂々とした道程でした。

先生は誰よりもそんな道程が相応しく幸せであったと

思います。今, 先生の在りし日の温顔を拝しています

と, さまざまな思い出が脳裏を過ぎります。お別れに
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際して, 香りある花々に囲まれて, １００万本のバラの

心で, 遥かなる全国の同窓会員の, 感謝の誠を捧げる

ものであります。我々は笑顔の絶えなかった先生を忘

れることはないでしょう。安らかにお休み下さり同窓

会, 大学の発展に, またご家族の方々にご加護を賜り

ますことをお祈りし, 惜別の言葉と致します。 

   （大阪歯科大学同窓会会長 三谷 卓） 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

挨挨挨挨        拶拶拶拶    

大阪歯科大学常務理事大阪歯科大学常務理事大阪歯科大学常務理事大阪歯科大学常務理事    村上村上村上村上        勝勝勝勝    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

本学を代表いたしまして, 一

言, ご挨拶を申し上げます。 

 本日は , 故佐川寛典元理事

長・学長の「お別れの会」に際

し, 寒い中, また平日にもかか

わりませず, かくも大勢の皆様

にご参列を賜り, 誠に有難うございました。 

 故人は, 理事長, また学長としてこの楠葉の地への

学舎移転, 新病院の建設と本学における一大事業を推

進し, また学生教育におきましても, 学生を主体とす

る教育を確立し, 今日の礎を築いてこられました。そ

して, ようやくこの新天地にも慣れ, これからという

平成１７年９月, 旅先で倒れられ, ３年４ヵ月にもわた

る闘病後, この１月１５日, 帰らぬ人となられました。 

 故人は, 様々な困難を前にして, 決して心からユー

モアを忘れず, あの遺影の写真そのままの大らかで, 

満面の笑みでもって, 教職員と理事と, 大学を束ねて

こられました。重責の中でつらいこともあったと思い

ますが, 一切そういうことを表に出す人ではありませ

んでした。もう, あの笑顔に接することができないと

いうことは, 誠に残念であります。 

 私どもは, 佐川元理事長・学長の築かれた礎を受け

継ぎ, 創立百周年に向け, 更なる改良を続けていく所

存でございます。 

 本日は, お寒い中, 多数のご参列をいただき, 誠に

有難うございました。 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

寄寄寄寄        贈贈贈贈    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 下記の寄贈を受けましたので報告します。寄贈いた

だいた各位には心より感謝いたします。 

・・・・大阪歯科大学第大阪歯科大学第大阪歯科大学第大阪歯科大学第１６１６１６１６回卒業回卒業回卒業回卒業（（（（天章会天章会天章会天章会））））    

  卒業４０周年を記念して 平成 20年 10月 28日寄贈 

    創立１００周年記念事業費として    500,000円也 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

教授定年退職記念講演会教授定年退職記念講演会教授定年退職記念講演会教授定年退職記念講演会    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

２月１４日（土）, 今年度で退官される化学教室の新池 

孜教授と有歯補綴咬合学講座の川添堯彬教授の「教授

定年退職記念講演会」が, 楠葉学舎２号館大講義室で

開かれた。新池教授は「キド類キドってドキドキ４５年

－超伝導フィーバーの影で－」, 川添教授は「教授２７

年人生いまだ道半ば」と題して講演した。 

 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

４４４４名名名名のののの教員教員教員教員がががが定年退職定年退職定年退職定年退職    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 平成２１年３月３１付けで４名の教員が定年退職を迎

えられました。化学の教員として３８年間勤められた, 

新池 孜先生, 理事長・学長で有歯補綴咬合学講座教

授の川添堯彬先生, 物理学教室の柘植昌保先生, 歯科

矯正学講座の濱田充彦先生の方々です。定年を迎えら

れ, 一文を寄稿していただきましたのでご紹介します。 

なお, 川添堯彬先生は, 理事長・学長として大学に

残られます。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

定年定年定年定年をををを迎迎迎迎えてえてえてえて    

化学教室化学教室化学教室化学教室    新池新池新池新池        孜孜孜孜    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 このたび, ３８年間勤めました

大阪歯科大学を, 定年というこ

とで, 退職いたしました。とい

いましても, この原稿を書いて

おりますのは, 退職まで２０日を

余す３月１０日であります。した

がって, 退職後どのような生活が待っているかは想像

するしかありませんが, 私にはバラ色の世界が見えて

おります。 

１９４７年４月１日の幼稚園入園から, ２００９年３月３１

日の, 退職までの間は, 常に, １日のスケジュールが

決まっておりました。４月１日からは, 幼児期のよう

に, スケジュールの決まっていない, “サンデー毎日”

の生活が送れると思うだけで, うれしくなってきます。

先日, 大学入学祝に買ってもらったマンドリンを３０数

年ぶりに爪弾いてみました。退職後は, 尺八とともに

マンドリンも友達のひとりとして, 付合っても良いか

なと思いました。それと, 体力の衰えを防ぐため, テ

ニスとボーリングも, 週１のペースで続けるつもりで

す。 

 さて, 本学での３８年間を振り返ってみますと, 色々

なことが思い出されます。楽しかったこと, うれしか

ったこともありましたが, 残念だったこと, 悔しかっ

たこと, 腹立たしかったことも多々ありました。その

中で, 私にとって, 一番頑張ったと誇れるのは, ３０代
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後半から４０代前半, 今で言う“アラフォー時代”であ

ります。教職員組合活動に全力を傾け, 全国的にも大

歯の組合が評価されました。そのときに, 学位も受領

し, 趣味の尺八では, 師範の免状をもらいました。挫

折せずに良く頑張ったなと思えるのは, ６０歳のときで

あります。家庭では, 母の介護で夜も寝られない毎日

でした。新聞に「介護疲れによる事件」の記事を見つ

けると, わが身に照らし合わせて考え込んでおりまし

た。大学では, 学生部長として連日のように会議があ

りました。その上, 藤原講師（当時）のアメリカ留学が

重なり, 授業に, 学生実験にてんてこ舞いをしており

ましたが, 何とか切り抜けることが出来ました。悔し

かったこと, 腹立たしかったことは, 思い出すだけで

も吐き気を催すほどの不快感に襲われます。幸い, 年

をとると物忘れがひどくなりますので風化を待つこと

にします。 

 ３８年の教員生活で, 「正直に生きろ」をモットーに

してまいりました。悪いことは悪いと, はっきり指摘

できるよう, 心がけました。一部の人を除き, 大多数

の人は, それに正当に応えてお付き合いをしていただ

きました。学生との付き合いは, どちらかというと, 気

を使うことも無く楽しかったことが多かったと思いま

す。 

 ３年後には, 創立１００周年行事が控えております。

苦難のときでありますが, 一致団結して輝かしい行事

に取り組んでいただきたいと思っております。  

これまで, 多くの方々のお世話になり, ご迷惑をか

けてまいりました。皆様方に, お礼とお詫びの気持ち

を表させていただき, 稿を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

定年退職定年退職定年退職定年退職にあたっにあたっにあたっにあたってててて    

物理学教室物理学教室物理学教室物理学教室    柘植柘植柘植柘植    昌保昌保昌保昌保    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１ ９ ７ ０年４月から講師 （ １ ７

年）・准教授（２２年）として３９年

間本学に勤務させて頂き, 無事

定年退職の日を迎えることにな

りました。この間, 大学紛争, 日

本列島改造, バブルの狂乱期と

バブルの崩壊, デフレ, そして, 百年に一度の危機と

社会はめまぐるしく変化したように思います。 

大阪歯科大学も牧野学舎に体育館, 歯科技工士専門

学校校舎, ＯＤＵアネックスが建設され, １３年前に天

満橋の病院建替えと楠葉学舎への引越しが行われ, ＩＤ

カード持参も板につき, 研究室の窓から見える景色は, 

田園風景からコンクリートの建物へ変わってしまった。 

この間に, 大型コンピュータを共同利用する時代から

パソコン時代へ変化した。大型コンピュータはよく利

用したが，パソコンへの頭の切り替えが難しく, 結局, 

仕事上必須の知識の習得も不十分なまま終わってしま

ったようだ。 

あらゆる分野でデータベースが構築され利用される

時代になり, 効率的で迅速に進む時代のなかで何周も

遅れていることを実感させられることも多くなってい

る。車社会から徒歩の社会に戻れないが, 懐が深く, ゆ

っくり進む時代に郷愁を感じることもある。 

個人的には, いま初期宇宙の“モノの姿”, “時空

の姿”について考えながら日々を送っている。退職後

は, ジョギング, 囲碁や魚つりなどの趣味に興じなが

ら, 尚いっそう“初期宇宙”に集中し, 何らかの結論

を得たいと思っている。 

３９年間でどれ程大学に貢献できたか自信はないが, 

かつて教室で教えたことのある方々に多くの歯の治療

をして頂いていることを含め, これまで, いろんなこ

とで, いろいろな形で大変お世話になってきました。

３９年間の出来事は, 次から次へと想起されるがすべて

が懐かしく, 文字通りいろいろ有り過ぎて書き切れま

せん。 

 楠葉学舎および天満橋病院の教職員の皆様, 本当に

長い間お世話になり有難うございました。 

最後に, 大阪歯科大学の今後の発展を願っておりま

す。 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

平成平成平成平成 20202020 年度卒業式年度卒業式年度卒業式年度卒業式    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 ３月１３日（金）午前１０時から楠葉学舎講堂において, 

平成２０年度卒業式が行われた。第５７回学部学生卒業生

１２０名に対し, 川添堯彬学長から一人ひとりに卒業証

書学位記が授与された。また, 第４５回大学院修了者２５

名には, 専攻科の指導教授から大学院修了の学位記が

手渡された。 

 川添学長の学長告辞, 理事長式辞のあと, 来賓を代

表して三谷 卓本学同窓会会長が祝辞を述べた。学友

会記念品贈呈, 共済会記念品贈呈と続き, 学友会活動

に尽力した３名の学生に感謝状が贈られた。最後に, 

卒業生を代表して泉谷剛行さんより川添学長に卒業生

記念品の寄贈があった。学歌斉唱とともに本年度の卒

業式は無事終了した。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

学長告辞学長告辞学長告辞学長告辞    

学学学学    長長長長    川添川添川添川添    堯彬堯彬堯彬堯彬    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

三寒四温の気候の中, 二月堂のお水取りがクライマ

ックスになる今日, この佳き日に, 第５７回大阪歯科大

学卒業式を迎えられます１２０名の学部学生諸君, 並び

に２５名の第４５回大学院博士課程修了者のみなさん , 

本日はまことにおめでとうございます。同時に, この

日を, 万感の願いを込めて待ち望んでこられたご父兄, 

ご家族のみなさま方にも, 深くお祝いを申し上げたい

と存じます。とは申しましても, 大学卒業生のみなさ

んには, 今月の２７日の歯科医師国家試験の合格発表が

あるまでは, 心底からおめでとうとは申せません。万

一合格できなかった人には, ４月７日の本学の入学式

に, 後ろの方の席で結構ですから, ぜひ出席して欲し

いと思います。これからの対応や心構えをしっかりと

伝えたいと思います。 

さてここで, 第５７回の卒業生のみなさんへ, 私から

の願いを込めて, 三つの, 期待される歯科医師像をは

なむけに贈りたいと思います。一つ目は, 一度, 診察

治療した患者さんから, 再度この先生に診てもらいた

いと思ってもらえるような歯科医師になって欲しいと

いうことであります。二つ目は, 患者さんのニーズと

申しますか, 一番強く求めている問題点, 悩みに応え

てあげられる, そして, 患者さんに十分な満足感を与

えられるような歯科医師を目指して欲しいと思うので

あります。三つ目は, 誇りを持って, 患者さんに自己

紹介ができる歯科医師になって欲しいのです。「私は

歯科医師の川添です。歯医者ではありません」と明言

できたら, なお結構だと思います。初診時には, 特に

この自己紹介が大切であり, 後々の治療や, 患者さん

とのヒューマンリレーションに影響を及ぼすものでご

ざいます。以上の三つをまず励行する努力をしてみて

欲しいと思います。それでもまだ, この職業にやりが

いを感じない場合は, どうぞ遠慮なく私を訪ねるか, 

連絡して欲しいと思います。 

次に, 今年めでたく大学院を修了されて, 博士（歯

学）の学位を取得されたみなさんへ, お祝いと, 敬意

と, 激励を申したいと存じます。今から４年前, みな

さんは, 大学院へ進もうか, あるいは他の道を選ぼう

か, ずいぶん迷った方もあったのではないでしょうか。

それを, 経済的に早く自立したいということを抑えて, 

さらに上を目指し, 自己の研鑽を優先させたわけであ

ります。その慧眼に敬意を表したいと思います。今後, 

大学院を修了したという誇りと自覚を大切にして, こ

れからのキャリアを進んでいただきたいと念願いたし

ます。 

大学では, 将来, 大学院学位取得者に対しましては, 

教員人材として積極的に求めていきたいと考えており

ます。これからの歯科界を背負って立つ, 有為の人材

として, どうか諸君らが活躍していただくことを大い

に期待して, 学長としての告辞といたします。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

理事長式辞理事長式辞理事長式辞理事長式辞    

理事長理事長理事長理事長    川添川添川添川添    堯彬堯彬堯彬堯彬    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

今年の冬も啓蟄を過ぎますと, 次第に春の兆しが強

く感じられるこの佳き日に, 第５７回大阪歯科大学卒業

式を迎えられます１２０名の学部学生諸君, 並びに第４５

回大学院学位認証式を迎えられる２５名のみなさん, 本

日はまことにおめでとうございます。同時に本席にご

臨席いただきましたご父兄, 保護者のみなさまにおか

れましても, ご子弟の晴れの姿を目の当たりにされて, 
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大学６年間, あるいは大学院４年間のご苦労も消え, 

ご子弟に対する新たなる夢と希望に, 胸を膨らませて

おられることと拝察いたします。 

 さて, 学部ご卒業のみなさん方に申したいと思いま

す。みなさんが, まもなく見事に国家試験に合格され, 

歯科医師になられるわけでございますが, これから, 

さらに研修を積まなければ一人前にはなれません。周

知のように, 今年卒業されるみなさん方には, 卒後臨

床研修制度が必修化されて４年目になりますが, やっ

かいなことにこの研修を修了しなければ, 将来の病院

開設者や病院長, あるいは医院開業等に携わることが

できないシステムであり, 大学のみで研修を積む単独

型と, 大学研修と診療所研修を併用した複合型制度の

二つに大別されて実施されております。みなさん方は, 

マッチング等がうまく行われましたでしょうか。好む

と好まざるにかかわらず, あなた達は, 単独型か, 協

力施設の開業医や歯科病院等のマッチングにより, １

年間の研修が義務づけられているわけでございます。

大学院に進学するのも, この後でございます。この研

修の意図は, 厚生労働省によりますと, 全人教育によ

り, これからの歯科医師の資質の向上を図り, クール

ヘッド, ウォームハートを持った歯科医師を世に送り

出すためとして, 卒業年度の歯科医師を対象に義務づ

けされたものであります。その意味でも, 今春卒業さ

れますみなさん方にも, その趣旨を理解して, がんば

っていただきたく願っております。 

 一方, 大学院博士課程を修了されましたみなさん方

は, それぞれが専攻講座指導教授の下での研鑽に努め

られ, 専門分野での知識をより深められたことと思い

ます。しかし, 単に学位を取得したことに満足せず, 得

られた知識と専門分野での研究成果を, これからの歯

科医療分野に反映させていただきたく, 切望して止み

ません。そのことが, この４年間お世話になった大学, 

あるいは情熱あふれる研究指導いただいた指導教授, 

並びに貴重なる提言をいただいたインストラクターを

はじめ, 協力を惜しまなかった講座員への恩返しにも

つながると思います。 

現在, 全国の大学において, 新しい教員組織が実施

されております。本学においても例外でなく, 教授, 助

教授, 講師, 助手に替わって, 教授, 准教授, 講師, 助

教という職制でスタートしております。とりわけ新し

い職制である助教は, 従来の助手とは大きく異なり, 

将来の教授, 准教授へのキャリアパスとしての位置づ

けがなされ, 研究はもとより学生教育, 大学院生指導

等に携わることができ, 将来は大学における教学の中

核となるべく人たちであると位置づけられております。

本年度の大学院修了者から, いずれかの講座に残られ

る場合には, 学位を取得した後, この助教からスター

トする重要な職責を担うことになります。 

 以上のように, 大学を含めた歯科界全体が大きな移

り変わりを見せているように, 歯科医療の場にあって

も, 大きな変革が起こっていることは事実であります。

すなわち, 再生医療の発展に伴う, 修復から再生への

変遷, 個々の遺伝子解析による疾患, 発症機序の解明, 

組織の侵襲を最小限にとどめるミニマム・インターベ

ンションの概念, さらには全身疾患を含めての歯科医

療, 治療医学から予防医学への移り変わりなど, 著し

い変革を遂げております。これらの流れを勘案した場

合, 日常の臨床の場にあっても, 半世紀前まで行われ

てきたドクター・オリエンテッド・システムという診

療システム, すなわち医師の体験や疾患, 診断などを

中心とした主観的知識伝授型医療から, プロブレム・

オリエンテッド・システム, あるいはペイシェント・

オリエンテッド・システムといった, 当面の問題に対

して積極的に取組み, 問題の解決を図ろうとする新し

い指向型の診療システム, すなわち患者自身の抱えて

いる問題の解決を図ることを中心とした問題解決型医

療システムへと大きく様変わりをしてきました。この

ような患者中心主義によります診療システムを取り入

れて, 患者さんのニーズに応えるには, 常日頃からの

プロフェッショナルな歯科医師としての自覚と, 専門

知識の研鑽, さらには医療スキルの習得に努められ, 

国民に歯科的ＱＯＬ, すなわち, 歯科における質的満足

のなされた生活が与えられる歯科医療を施さなければ

なりません。 

同時に将来の歯科界を背負って立つみなさん方には, 

本学や我が国のみならず, 広く国際舞台にまで羽ばた

いていただくことを切望して, 理事長の式辞とさせて

いただきます。 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

学位授与報告学位授与報告学位授与報告学位授与報告    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

上村 直也 甲第616号      （平成21年3月13日） 

Study on motor learning of sternocleidomastoid 

muscles during ballistic voluntary opening（急

速な開口運動における胸鎖乳突筋の学習に関する研

究） 

阿部 一成 甲第617号      （平成21年3月13日） 

コンゴレッド培地による口腔バイオフィルム形成細

菌簡便単離の可能性 

竹内  摂 甲第618号      （平成21年3月13日） 

 ヒト歯髄由来線維芽細胞の MMP-3産生に及ぼす

ERK1/2の影響 

居波  薫 甲第619号      （平成21年3月13日） 

Induction of osteoclast differentiation by 

NOC-18, a long-acting nitric oxide donor（長時

間作用型 NO 供与体（NOC-18）による破骨細胞分化誘

導） 

下村 容規 甲第620号      （平成21年3月13日） 

スポンジ状担体への Dextran コートが骨髄幹細胞の

硬組織形成に及ぼす影響 

山中  知 甲第621号      （平成21年3月13日） 

Psychological impact of orthognathic surgery on 

patients with dento-facial deformities（顎切除

術が顎変形症患者の心理に与える影響） 

革嶋いづみ 甲第622号      （平成21年3月13日） 

Generation of retentive force by electroformed 

telescope crowns（電鋳テレスコープの維持力発現

機構の解明） 

大野久美子 甲第623号      （平成21年3月13日） 

Healing of tooth extraction socket after 

bisphosphonate pre-dosage in ovariectomized rats 

（卵巣摘出ラットへのビスホスホネート前投与後の

抜歯窩治癒） 

能登原靖宏 甲第624号      （平成21年3月13日） 

Induction of osteoporotegerin mRNA during 

differentiation of monocytes into macrophages 

（単球系細胞のマクロファージ化に伴う osteo- 

porotegerin mRNA の誘導） 

上田 実果 甲第625号      （平成21年3月13日） 

Immunohistochemical study of the periodontal 

tissues of model rats with type 2 diabetes  

mellitus（２型糖尿病モデルラット歯周組織におけ

る免疫組織化学的研究） 

辻   要 甲第626号      （平成21年3月13日） 

Detection of human papillomavirus and abnormal 

expression of tumor suppressor genes in epi- 

thelial dysplasias and squamous cell carcinomas 

of the oral mucosa（口腔粘膜の上皮性異形成症お

よび扁平上皮癌における human papillomavirus の

検出癌抑制遺伝子の異常発現） 

安達 清太 甲第627号      （平成21年3月13日） 

Effect of S100A4 siRNA on genes related to 

osteogenic differentiation in human mesenchymal 

stem cells（ヒト未分化間葉系幹細胞での S100A4 

siRNA による骨分化関連遺伝子への影響） 

田幡  元 甲第628号      （平成21年3月13日） 

歯周組織欠損を施したⅡ型糖尿病モデルラットの早

期創傷治癒過程におけるⅢ型コラーゲン形成 

奥田 勝也 甲第629号      （平成21年3月13日） 

下顎枝矢状分割術後の骨接合部に及ぼす咬合力の影

響に関する生体力学的解析 

伊藤 秀高 甲第630号      （平成21年3月13日） 

How changes in localized pressure under an 

experimental acrylic plate covering the palatal 

mucosa affect salivary cortisol concentration 

and α-amylase activity（実験的口蓋床による床下

粘膜への局部加圧の違いが唾液中コルチゾール濃度

およびα-アミラーゼ活性値に及ぼす影響） 

嶋田 景介 甲第631号      （平成21年3月13日） 

インプラント埋入時における歯槽骨欠損部の新生骨

再生過程に及ぼす PRP（多血小板血漿）の影響 

川中 彩子 甲第632号      （平成21年3月13日） 

Effect of peptide derived from Emdogain on human 

periodontal ligament fibroblasts（ヒト歯根膜線

維芽細胞に対するエムドゲイン由来ペプチドの影

響） 

岡村 友玄 甲第633号      （平成21年3月13日） 

Calcification on cultured human dental pulp cells 

exposed to high glucose level（高グルコース培養

下のヒト歯髄由来細胞における石灰化） 

大草 知佳 甲第634号      （平成21年3月13日） 

Activation of extracellular signal-regulated 
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kinase after ischemia-reperfusion is required 

for cardioprotection of sevoflurane-induced   

preconditioning（セボフルランによるプレコンディ

ショニングの心筋保護は, 虚血再灌流後の Extra- 

cellular signal-regulated kinase の活性化が必要

である） 

江藤 美希 甲第635号      （平成21年3月13日） 

Relationship between maxillofacial morphology 

and medial pterygoid muscles in patients with jaw 

deformities（顎変形症患者における顎顔面形態と内

側翼突筋との関係について） 

安東 大器 甲第636号      （平成21年3月13日） 

Involvement of the NMDA receptor in learning and 

memory in rats with neuropathic pain（神経因性

疼痛モデルラットの学習記憶能と NMDA 受容体の関

連） 

清水ももこ 甲第637号      （平成21年3月13日） 

抗 MUC1モノクローナル抗体を用いた口腔癌の新規

免疫療法の実験的研究 

谷和 聡子 甲第638号      （平成21年3月13日） 

Effects of premedication on salivary secretion in 

the submandibular gland（唾液分泌機能に対する麻

酔前投与の影響） 

吉門 良祐 甲第639号      （平成21年3月13日） 

CD54 contributes for NK cells cytotoxicity（NK

細胞によるメラノーマ細胞殺傷への CD54の関与） 

永田 幸子 甲第640号      （平成21年3月13日） 

Analysis of gene expression during differenti- 

ation induction of normal human periodontal 

ligament cells into an osteoblast lineage（正常

ヒト歯根膜細胞株の骨芽細胞系譜への分化誘導過程

における遺伝子発現解析） 

田中 一弘 乙第1522号     （平成21年3月25日） 

Functional properties of nociceptive neurons 

responsive to dorsal neck muscle stimulation 

（背側頸筋刺激に反応する侵害受容ニューロンの機

能特性） 

田中 順子 乙第1523号     （平成21年3月25日） 

Longitudinal research on the oral environment of 

elderly wearing fixed or removable prostheses 

（固定性と可撤性の異なった補綴装置を装着した高

齢者の口腔内環境に関する縦断研究） 

富永 康彦 乙第1524号     （平成21年3月25日） 

乳歯歯髄にみられるリンパ管についての研究 

岡崎 全宏 乙第1525号     （平成21年3月25日） 

ボクシングにおける攻撃動作時と防御動作時の咬合

接触について 

藤田 規正 乙第1526号     （平成21年3月25日） 

歯髄細胞における軟骨分化能の解析 

上野 眞徳 乙第1527号     （平成21年3月25日） 

Failure of adiponectin action influences 

ostoblast-related gene expression(アディポネク

チンの作用不足は骨芽細胞関連遺伝子の発現に影響

する) 

益野 一哉 乙第1528号     （平成21年3月25日） 

Expression of p21, p27, p53, cyclin D1 and 

thymidylate synthase in squamous cell and 

mucoepidermoid carcinomas(扁平上皮癌および粘表

皮癌における p21, p27, p53, cyclin D1 および 

thymidylate synthase の発現) 

園本 美恵 乙第1529号     （平成21年3月25日） 

唾液バイオマーカーによる障害児のチェアーサイド

におけるストレス評価の有用性の検討 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

専門学校専門学校専門学校専門学校    平成平成平成平成 20202020 年度卒業式年度卒業式年度卒業式年度卒業式    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 ３月１２日（木）午前１０時から楠葉学舎講堂において, 

大阪歯科大学歯科技工士専門学校ならびに大阪歯科大

学歯科衛生士専門学校の平成２０年度卒業式が行われ

た。末瀬両専門学校長より, 第３２回歯科衛生士専門学

校卒業生３８名, 第４４回歯科技工士専門学校卒業生２１

名, 第２８回同専攻科修了者８名, 同研修生修了者２名

に卒業証書が手渡された。 

学校長告辞で, 末瀬校長は「一人ひとり, 能力差は

あるものの歯科医療も何もわからぬ状態から, 努力に

より様々な困難を克服されてきたと思います。衛生士

学校を卒業生される方々は, 医師, 患者さんから信頼

されるように, また, 技工士学校を卒業生される方々

には, 技工士界は厳しい状況であるが, それゆえに専

門職としての技能・技術を高めてもらいたい」とエー

ルを贈り, 「千載一遇を照らす。これ, 国宝なり」と

いう最澄の言葉を引いて, 「全力を尽くし心豊かな人
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こそ国の宝である」と結んだ。また, 理事長式辞で川

添理事長は, 「歯科衛生士は, 患者さんの気持ちを察

し考えることが第一で, 皆さんの果たす役割は大きい。

歯科技工士は, プロフェッショナルとして社会的評価

が高まることを期待している」と祝辞を述べた。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    監事監査報告監事監査報告監事監査報告監事監査報告    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

今年度から監事の監査については, 文部科学省の様 

式に則った監査報告を作成した。私立学校法第３７条第

３項及び学校法人大阪歯科大学寄附行為第１３条第３

項の定めに基づき, 平成１９年度における学校法人大阪

歯科大学の業務及び財産の状況につき, 次のとおり監

査を実施した。 

１．監査の方法の概要 

監事は理事会及び評議員会に出席するほか, 理事か

らその業務の執行状況を聴取し, 重要な決裁書類等を

閲覧し, 主要な関係部署において業務及び財産の状況

を調査した。また, 監事は会計監査人である仰星監査

法人と連携し, 平成１９年度の計算書類について報告及

び説明を受け, 財産目録, 事業報告書, 貸借対照表及

び収支計算書に検討を加えた。 

２．監査の結果 

学校法人大阪歯科大学の業務又は財産に関し, 不正

の行為または法令もしくは寄附行為に違反する重大な

事実は認められない。 

財産目録, 貸借対照表及び収支計算書等は会計帳簿

の記載と合致し, 法人の収支及び財産の状況を適正に

表示しているものと認める。 

事業報告書は主要な事業が記載されており, 事業が

適正に執行されているものと認める。 

平成１９年度監事監査の実施要領 

１．監査の日程 

 第１日目 平成２０年５月８日（木）（事務各課） 

 第２日目 平成２０年５月９日（金）（事務各課） 

２．会計年度 

 平成１９年度 平成１９年４月１日から平成２０年３月

３１日まで 

３．監査の範囲 

（１）一般会計に関する監査 

１）平成１９年度の決算状況（収支計算書・貸借対照

表） 

２）諸積立金の現状と運用 

３）経理諸帳簿・諸帳票の保管と整備状況 

４）経理上経過勘定の状況 

５）各課における予算執行状況と予算超過科目の発

生原因 

６）その他 

（２）業務内容に関する監査 

 １）各業務の法令遵守状況について 

 ２）施設, 設備, 構築物等の保全と安全に関するリ

スク管理体制について 

 ３）教職員の勤務状況（出退勤, 出張, 時間外勤務）

について 

 ４）各業務の事務分担と組織人員配置について 

 ５）学内ＩＴの現況と情報漏洩防止 

 ６）附属病院の経営改善の状況について 

 ７）歯科技工士および歯科衛生士専門学校の現況と

今後の改善について 

 ８）その他 

４．監査にて参考とした資料 

 １）理事長の年頭所感における運営方針や, そこで

指摘された課題及び問題点 

 ２）大学基準協会が行った大学評価における提言及

び助言 

 ３）前回監査の監事意見に対して各部署からの回答 

 ４）今回提出された平成１９年度予算執行状況及び業

務報告資料 

 ５）教職員の勤務実態報告書（出退勤での遅刻や早

退, 休暇取得状況） 

 ６）自己点検評価結果など 

５．監事より今回監査を始めるにあたっての所感 

 今回の監査で「大学のあり方」, 「大学の機能の問

題」, 「適正な人事の配置と人数」などを今後の問題

としても提言申し上げたい。文部科学省の１９年度監事

研修会を受け, 三様監査の重要性ということが強調さ

れていた。「監事による監査」, 「監査法人による監査」, 

「法人内部監査室」による監査など各方面からの監査

が大切である。そのうち理事長直属の内部監査室によ

る監査が室長不在のため十分に機能しなかった。その

分大学基準協会による大学評価結果がその役目を代行

してくれた。 
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前回の監査から見ると, 今回の提出資料には監事か

ら監査計画書に示した方向性を理解し充実した内容と

なっている。 

６．監査の立会い及び参考意見の聴取 

理事者側から川添理事長のほか, 村上, 田中両常務

理事, 田治米, 伊達両財務担当理事, 三谷総務担当理

事が出席された。事務側から田中法人事務部長, 中村

大学事務部長, 前野法人経理部長の立会いで行われた。 

最後に, この報告は, 本学の学外向けホームページ

に掲載するものである。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度    決算報告決算報告決算報告決算報告    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

１．平成１９年度決算の概要 

 平成１９年度決算については, 平成２０年５月２６日に

開催された第１３６回評議員会ならびに理事会において

承認されました。 

資金収支計算書は, 当該年度諸活動に対するすべて

の資金の収支を明らかにするものです。また, 消費収

支計算書は学校法人の将来にわたる計画的な財政運営

を可能にするため, 消費収入と消費支出の内容を示し

て法人の経営状況を明らかにするものです。貸借対照

表は, 当該会計年度と前会計年度とを比較し, 資産の

増減を明らかにして, 本学の資産状況を判断する計算

書です。 

平成１9年度決算の主な内容は, 次の２点であります。 

(1)  医事会計システムの更新  

(2)  ハイテク・リサーチ・センター整備事業（歯周

病に対する戦略的研究等） 

 平成１９年度の資金収支計算書, 消費収支計算書およ

び貸借対照表の概要は次のとおりです。 

 

２．資金収支計算書 

（収入の部） 

収入の柱は, 学生生徒等納付金収入, 補助金収入, 資

産運用収入, 事業収入でありますが学生生徒等納付金

と事業収入で 80.5％を占めています。 

 納付金から雑収入までの構成割合は, 学生生徒等納

付金収入 60.7％ , 補助金収入 6.9％ , 資産運用収入

4.8％, 事業収入 19.8％, その他（手数料, 寄付金, 雑

収入）7.8％であります。学生生徒等納付金収入は, 退

学者（３名）, 専攻生の減少と技工士専門学校では入学

者が定員に満たないために予算より減少しています。 

事業収入のうち医療収入で２億２千万円, 学生生徒納

付金収入で１億４千万円以上とそれぞれ大きく減少と

なっています。 

 前受金収入以下は翌年度以降および前年度以前の会

計年度において収入となるべきものならびに特定資産

からの繰入収入です。 

（支出の部） 

 人件費支出から設備関係支出までの支出割合は, 人

件費支出 64.9％, 教育研究経費支出 23.6％, 管理経費

支出 6.2％, 施設・設備関係支出 5.3％であります。 

 人件費支出は, 教職員および役員に対する給与で私

学共済事業団掛金, 労働保険料, 退職金財団掛金, 非

常勤講師の給与が含まれています。１９年度から常勤研

修医に対する給与が人件費として支出されています

（１８年度までは研修料として半期２万円研修医が支

払）。退職金支出は, 定年退職の方６名とみなし定年退

職の方１６名, 依願退職者１３名の退職金です。 

 教育研究経費支出は, 大学, 附属病院, 専門学校に

おける教育, 研究, 診療等に要する経費で２億３千万

円余が支出超となり, 報酬委託費（教育研究経費と管

理経費の按分比率の変更）で支出超過となっています。

管理経費支出は, 法人の管理・運営に要する経費で報

酬委託費の影響で２億８千万円余の未執行となり, 消

耗品費, 会議費, 雑費で支出超過となっています。光

熱水費, 通信費, 修理費, 損害保険料, 報酬委託費等施

設設備の維持管理, 業務委託に要する経費が 63.2％を

占めている。 

 施設関係支出, 建物支出は附属病院医事会計システ

ム更新工事が予算では建物支出で計上していましたが, 

教育研究用機器備品支出へ振り替えて執行しています。

設備関係支出は, ハイテク・リサーチ・センターの教

育研究用機器備品が主なものです。その他の機器備品

支出は, 事務用機器備品の購入費で, 図書支出は図書

館, 講座での図書の購入費です。 

 資産運用支出以下は, 特定資産への繰入支出ならび

に前年度および翌年度の会計年度において支出される

べきもの等支払資金の額です。予備費は, ウエルネス

ホールのポンプ取替え, 今井先生の大学葬等の費用で

す。  
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３．消費収支計算書 

 学校法人の将来にわたる計画的な財政運営を図るた

め, 当該年度の消費収入と消費支出の内容を明らかに

し, さらにその均衡状態を明らかにし, 経営状況を表

すものである。 

（消費収入の部） 

資金収支内訳表の収入の部総額に寄付金のうち現物

寄付金を加えた額が, 帰属収入の合計額となります。

現物寄付金は, 科学研究費補助金で購入した機器備品

の寄贈額です。帰属収入合計から基本金組入額合計を

差し引いた額が消費収入の部合計となります。 

（消費支出の部） 

（単位：円）

収 入 収 入 収 入 収 入 の の の の 部部部部

科    目

学生生徒等納付金収入 5,605,880,000 5,458,320,000 147,560,000

手 数 料 収 入 36,169,000 37,869,918 △ 1,700,918

寄 付 金 収 入 27,200,000 28,750,000 △ 1,550,000

補 助 金 収 入 599,487,000 618,662,628 △ 19,175,628

資 産 運 用 収 入 370,795,000 428,835,506 △ 58,040,506

資 産 売 却 収 入 0 0 0

事 業 収 入 2,026,000,000 1,779,109,759 246,890,241

雑 収 入 367,870,000 629,799,741 △ 261,929,741

前 受 金 収 入 1,325,800,000 1,243,040,000 82,760,000

そ の 他 の 収 入 2,349,099,000 2,433,739,366 △ 84,640,366

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 1,873,063,000 △ 2,058,179,415 185,116,415

小　　計 10,835,237,000 10,599,947,503 235,289,497

前年度繰越支払資金 1,971,468,586 1,971,468,586

収入の部合計 12,806,705,586 12,571,416,089 235,289,497

支 出 支 出 支 出 支 出 の の の の 部部部部

科    目

人 件 費 支 出 5,438,461,000 5,481,653,985 △ 43,192,985

教 育 研 究 経 費 支 出 1,762,206,000 1,994,070,087 △ 231,864,087

管 理 経 費 支 出 803,724,922 523,214,230 280,510,692

施 設 関 係 支 出 155,883,000 173,250 155,709,750

設 備 関 係 支 出 275,119,000 444,992,057 △ 169,873,057

資 産 運 用 支 出 1,760,573,000 1,374,025,156 386,547,844

そ の 他 の 支 出 512,602,000 423,624,613 88,977,387

(   16,264,922 )
83,735,078

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 435,331,000 △ 468,584,897 33,253,897

小　　計 10,356,973,000 9,773,168,481 583,804,519

次年度繰越支払資金 2,449,732,586 2,798,247,608 △ 348,515,022

支出の部合計 12,806,705,586 12,571,416,089 235,289,497

（注）予備費使用内訳

管理経費支出 消 耗 品 費 支 出 2,021

通 信 費 支 出 123,450

印刷製本費支出 21,809

渉 外 費 支 出 8,452,642

修 理 費 支 出 7,665,000

合    計   16,264,922

平成平成平成平成１９１９１９１９年度資金収支計算書年度資金収支計算書年度資金収支計算書年度資金収支計算書

予　　算 決　　算 差　　異

（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで）

予　　算 決　　算

[ 予 備 費 ] 83,735,078

差　　異
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 資金収支計算表の資金支出の人件費支出, 教育研究

経費支出, 管理経費支出の合計額から退職金支出を控

除し, 退職給与引当金繰入額, 賞与引当金繰入額, 減

価償却額, 資産処分差額を加えた額と医療経費に貯蔵

品（薬品, 材料の棚卸資産）の調整を加えた額が消費支

出の部合計となります。 

 消費収入と消費支出を対比して消費収入が多い場合

は消費収入超過額, 消費支出が多い場合は消費支出超

過額となります。平成１９年度は, 消費収入の部合計 88

億 8,160 万 8,013 円, 消費支出の部合計 88 億 9,542 万

0,615 円で 1,381 万 2,602 円の当年度消費支出超過額と

なりました。 

 当年度消費支出超過額の要因は, 退職給与引当金が

6億1,816万 4,091円, 減価償却額が12億 1,383万 3,000

円, 合計 18 億 3,199 万 7,091 円の消費支出があるため

です。当年度消費支出超過額に前年度繰越消費支出超

過額を加えた額から基本金取崩額 2,420 万 8,408 円を

減じた 224 億 3,330 万 9,384 円が翌年度消費支出超過

額となります。 

 

（単位：円）

消 費 収 入 消 費 収 入 消 費 収 入 消 費 収 入 の の の の 部部部部

科    目

学 生 生 徒 等 納 付 金 5,605,880,000 5,458,320,000 147,560,000

手 数 料 36,169,000 37,869,918 △ 1,700,918

寄 付 金 37,200,000 43,519,992 △ 6,319,992

補 助 金 599,487,000 618,662,628 △ 19,175,628

資 産 運 用 収 入 370,795,000 428,835,506 △ 58,040,506

資 産 売 却 差 額 0 0 0

事 業 収 入 2,026,000,000 1,779,109,759 246,890,241

雑 収 入 367,870,000 629,799,741 △ 261,929,741

帰属収入合計 9,043,401,000 8,996,117,544 47,283,456

基本金組入額合計 △ 273,532,000 △ 114,509,531 △ 159,022,469

消費収入の部合計 8,769,869,000 8,881,608,013 △ 111,739,013

消 費 支 出 消 費 支 出 消 費 支 出 消 費 支 出 の の の の 部部部部

科    目

人 件 費 5,027,477,000 5,155,120,043 △ 127,643,043

教 育 研 究 経 費 2,761,067,000 2,998,341,261 △ 237,274,261

管 理 経 費 1,012,319,922 735,569,760 276,750,162

資 産 処 分 差 額 0 6,389,551 △ 6,389,551

(   16,264,922 )
83,735,078

消費支出の部合計 8,884,599,000 8,895,420,615 △ 10,821,615

当年度消費支出超過額 114,730,000 13,812,602

前年度繰越消費支出超過額 22,443,705,190 22,443,705,190

基本金取崩額 0 24,208,408

翌年度繰越消費支出超過額 22,558,435,190 22,433,309,384

(注）予備費使用内訳

管 理 経 費 消 耗 品 費 2,021

通　信　費 123,450

印刷製本費 21,809

渉　外　費 8,452,642

修　理　費 7,665,000

合　　　計 16,264,922

[ 予 備 費 ] 83,735,078

予　　算 決　　算 差　　異

平成平成平成平成１９１９１９１９年度消費収支計算書年度消費収支計算書年度消費収支計算書年度消費収支計算書

予　　算 決　　算 差　　異

（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで）
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（単位：円）

資 産 資 産 資 産 資 産 の の の の 部部部部

固定資産 55,635,214,557 56,316,206,219 △ 680,991,662

有形固定資産 23,648,245,317 24,408,532,569 △ 760,287,252

土地 5,397,487,608 5,397,487,608 0

建物 12,046,158,510 12,360,119,150 △ 313,960,640

建物付属設備 3,350,516,474 4,042,011,843 △ 691,495,369

構築物 233,666,569 245,145,192 △ 11,478,623

教育研究用機器備品 1,422,157,686 1,170,782,922 251,374,764

その他の機器備品 58,763,105 64,763,357 △ 6,000,252

図書 1,133,620,033 1,119,997,034 13,622,999

車輌 5,875,332 8,225,463 △ 2,350,131

その他の固定資産 31,986,969,240 31,907,673,650 79,295,590

電話加入権 6,626,468 6,626,468 0

有価証券 40,667,803 40,667,803 0

長期貸付金 317,085,000 358,973,000 △ 41,888,000

第３号基本金引当特定資金 29,643,001,855 29,619,183,467 23,818,388

退職金引当特定資金 368,133,941 311,928,750 56,205,191

減価償却引当特定資金 991,406,947 991,406,947 0

有価証券購入資金引当特定資金 118,895,135 112,956,422 5,938,713

医療機器購入資金引当特定資産 162,862,146 141,266,390 21,595,756

記念行事引当特定資産 80,246,545 60,026,003 20,220,542

敷金･保証金 2,400,000 2,405,000 △ 5,000

学生奨学金貸付金 255,643,400 262,233,400 △ 6,590,000

流動資産 3,614,587,592 3,066,229,036 548,358,556

現金･預金 2,798,247,608 1,971,468,586 826,779,022

未収入金 796,669,415 1,077,623,881 △ 280,954,466

貯蔵品 11,634,805 9,103,509 2,531,296

前払金 8,035,764 8,033,060 2,704

59,249,802,149 59,382,435,255 △ 132,633,106

負 債 負 債 負 債 負 債 の の の の 部部部部

固定負債 5,963,095,840 6,217,160,750 △ 254,064,910

退職給与引当金 5,963,095,840 6,217,160,750 △ 254,064,910

流動負債 2,294,531,156 2,273,796,281 20,734,875

未払金 460,551,837 379,498,849 81,052,988

前受金 1,243,040,000 1,261,510,000 △ 18,470,000

預り金 315,989,152 290,688,233 25,300,919

賞与引当金 274,950,167 342,099,199 △ 67,149,032

8,257,626,996 8,490,957,031 △ 233,330,035

基 本 金 基 本 金 基 本 金 基 本 金 の の の の 部部部部

第１号基本金 43,110,482,682 43,043,999,947 66,482,735

第３号基本金 29,643,001,855 29,619,183,467 23,818,388

第４号基本金 672,000,000 672,000,000 0

73,425,484,537 73,335,183,414 90,301,123

消 費 収 支 差 額 消 費 収 支 差 額 消 費 収 支 差 額 消 費 収 支 差 額 の の の の 部部部部

翌年度繰越消費支出超過額 22,433,309,384 22,443,705,190 △ 10,395,806

△ 22,433,309,384 △ 22,443,705,190 10,395,806

59,249,802,149 59,382,435,255 △ 132,633,106

増　　減

負債の部、基本金の部及び消費収
支差額の部合計

消費収支差額の部合計

科    目 本年度末 前年度末

科    目 本年度末 前年度末 増　　減

増　　減

基本金の部合計

負債の部合計

科    目 本年度末 前年度末

本年度末 前年度末 増　　減

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表
（平成２０年３月３１日）

科    目

資産の部合計

本年度末 前年度末 増　　減科    目
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３．貸借対照表 

これは, 当該会計年度と前会計年度とを比較し, 資

産の増減を比較して財産の状態を明らかにするもので

す。 

（資産の部） 

資産の部合計は, 592 億 4,980 万 2,149 円で前年度よ

り 1 億 3,263 万 3,106 円の減少となりました。有形固

定資産の減少は減価償却と機器備品の廃棄によるもの

です。その他の固定資産は, 一般会計から特定資産へ

の繰り入れにより若干増加しています。 

（負債の部） 

 負債の部合計は, 82億 5,762万 6,996円で前年度より

2 億 3,333 万 0,035 円の減少となりました。負債の主な

ものは, 退職給与引当金です。 

（基本金の部） 

基本金の部合計は 734 億 2,548 万 4,537 円で前年度

より 9,030 万 1,123 円増加致しました。第１号基本金

は, 土地, 建物, 機器備品, 図書等有形固定資産の取得

価格です。第３号基本金は, 基金として継続的に保持

する資産の額で基本資金, 学術研究奨励資金学生奨学

資金の額です。第４号基本金は, 恒常的に保持すべき

支払資金で文部大臣の定める額です。 

（消費収支差額の部） 

消費収支計算書の翌年度繰越消費支出超過額と一致

しています。 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

平成平成平成平成 21212121 年度年度年度年度    事業計画事業計画事業計画事業計画    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 平成２１年度事業計画がまとまり, ３月２６日の理事

会および評議員会で承認された。 

 

― はじめに ― 

平成２０年６月に, 教学における「５つの力（りょく）の

目標」というのを立てたが, これは平成２３年に迎える

創立１００周年にあたり, 本学の伝統ある「建学の精神」

の内容に加えて, 近年, 社会が歯科医師に求めている

のは優れた医療技術だけでなく, 患者さんへの思いや

りや温かな心をもったと人間としての歯科医師であり, 

そうした歯科医師を養成していくための改革の基本と

なる目標である。 

＜５つの力（りょく）の目標＞ 

１．募集ブランド力の回復 

２．学力の向上 

３．教育力の向上 

４．人間性涵養力の注力 

５．教員人材育成力の注力 

 まず, 「募集ブランド力の回復」とは, 入試倍率が

３倍以上あると優れた学生が確保できるといわれてい

て, 本学も受験生から歯科大学の中で魅力のある大学

として認知されるようブランド力を上げなければなら

ない。２の「学力の向上」は, 入学時の学力, ＣＢＴま

での学力, そして学士試験の学力, すなわち国家試験

の学力, この３つの学力をそれぞれの段階において向

上させていくことである。３番目の「教育力の向上」

は, 基本的には先生の教える力ということであるが, 

カリキュラムの変更・充実あるいは教育環境の充実と

いうことも含めて, 教育力の向上とした。４番目の「人

間性涵養力の注力」というのは, 最初に述べたように

現代の歯科医師は, 医療技術はもちろん, 患者さんの

気持ちを理解し思いやりの心をもった一人の人間でな

ければならない。そうした人間性を涵養していくには, 

態度教育あるいは医療倫理を学ぶことももちろん重要

であるが, それぞれの家庭での躾の問題, 家庭ではで

きない躾の問題, あるいは社会人としての常識の問題, 

そういったことにも一歩踏み込んで考えていかなけれ

ばならない。最後に, 「教員人材育成力の注力」であ

るが, 字句のとおり急務となっている人材育成のこと

である。 

 以上挙げた「５つの力（りょく）の目標」を基本に置い

て, 平成２１年度の事業計画を立てたが, その前になぜ

この「５つの力（りょく）の目標」が必要かという背景を

簡単に説明したい。８つほど最近, この１年間のこと

を取り上げた。 

 

１．１８歳人口の減少と定員割れ 

２．歯科医師過剰とのマスコミ喧伝 

３．医学部定員増平成２１年度実施による影響 

４．歯学部入学定員１０％削減要請 

５．定員割れ大学への補助金カット方針 

６．国試合格基準の引き上げ（相対評価の強化） 

７．入口と出口の３年連続低迷による大学の危機 

８．百年に一度といわれる経済不況 
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１８歳人口の減少の影響が歯学部までは波及しない

と思われていたのが, ついに幾つかの大学で定員割れ

が起こっている。また, 歯科医師過剰をマスコミが喧

伝し, 新聞, 雑誌にもそれが当たり前のように流通し

ている。そこへ医学部の定員増である。救急病院の相

次ぐたらい回し事件が社会的問題となり, マスコミを

賑わし, 文科省はあわてて予定を早め, 平成２１年度か

ら医学部の定員増を実施すると発表した。一方, 歯学

部の定員１０％削減要請, これは文科省からも, 厚労省

からも, 歯科医師会からも圧力をかけてきている。さ

らに, 定員割れの大学へは募集定員を減らさないと補

助金をカットする方針が出されているようである。 

６番目は, 歯科医師国家試験の合格基準の引き上げ

である。これまでの絶対評価から相対評価にシフトし, 

合格者の人数をあらかじめ決定している。そういった

形で歯科医師の数を調整しようとしている。国試の一

定水準を満たしていようがいまいが, それは問題にし

ない。さらに, 入試と国試のどちらかが３年連続低迷

したところは, 医育機関とはみなさないという情報も

流れてきている。国試の方は, 合格率が３年連続５０％

以下ということを意味しているようである。また, 昨

年は百年に一度の経済不況といわれ, 不幸にもご父兄

が倒産とか失職ということで学業を続けられないとい

う事態にもなりつつある。こういった８つの逆風の中

に, 今, 歯科大学は置かれているということを認識し

ておかねばならない。 

それでは, 具体的な平成２１年度の事業計画に入りた

い。 

 

― 平成２１年度事業計画 ― 

 以下を, 平成２１年度の事業計画とする。 

Ⅰ．教学-a（大学存立危機からの脱出目標） 

Ⅰ．教学-b（大学存立危機からの脱出目標） 

Ⅱ．教員・大学院・研究（教員人材育成の目標） 

Ⅲ．附属病院（財政等改善の目標） 

Ⅳ．教員組織改正に伴う対応 

Ⅴ．情報化, ＩＴ化への対応 

Ⅵ．両専門学校の将来像 

Ⅶ．その他の重点計画    

 

Ⅰ．教学-a（大学存立危機からの脱出目標）    

１. 入試ブランド力の回復 

現在を歯科大学存立の危機と認識し, まず入試ブ

ランド力の回復をはかることが肝要である。そのた

めには, ３倍以上の受験倍率を確保することが必要

となる。受験倍率が３倍以上であると, かなり質の

いい学生が入ってくる。 

２．国試に合格できる入試学力 

入学時点における学力, これを第一次学力という

が, この時点ですでに国試に合格できるだけの学力

を備えていることが望ましい。これは入試倍率を上

げれば自ずと実現できる。 

３．本試合格できるＣＢＴ学力 

  ＣＢＴを受ける時点での学力, これを第二次学力と

いうが, この ＣＢＴに一度で合格できる学力を１年

生から４年生の間に養成する。この第二次学力をア

ップさせることが重要で, 同時に人間性涵養力も養

育することにより教育の相乗効果が期待できる。 

４．国試９５％以上合格できる学士力 

  歯科医師国家試験を受ける時点での学力を第三次

学力というが, この国試に９５％以上合格できると, 

私立では合格率上位３校に入る。国試９５％以上を達

成すると, 次の年受験生が増え, 学力も上がる。つ

まり, 入試ブランド力が自然と上がり, それがＣＢＴ

学力にも反映し, さらに国試にもいい影響を及ぼす。

５, ６年生を同時に同じ場所で教育すれば, 病院実

習, 医療倫理等も学習させて, さらに学士力が上が

るのではないか。 

 

Ⅰ．教学-b（大学存立危機からの脱出目標） 

１．教育力, ＣＢＴ学力, 学士力の向上目標 

  教育力, ＣＢＴ学力, 学士力, この３つを向上させ

ないといけない。 

２．カリキュラムの学年生化で教育力アップ 

  カリキュラムを学年単位できっちり履修していく

ように変更する。 

３．第１・２学年教育力アップで留年減少化 

  入学後の第１・２学年で緩んでしまうと, 後々ま

で悪影響を及ぼす。ここをしっかり教育し, 教育力

をアップさせ留年を減らす。また, ２番目のカリキ

ュラムの改正とも関係している。 

４．第５・６学年 ～ 病院と同一学舎で教育し, 学士

力アップで国試に臨む 

        第５学年と６学年を病院と同一学舎で教育するこ
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とにより, 先輩あるいは教員と接触できる時間も増

えるし, 学士力のアップにもつながる。    

    

Ⅱ．教員・大学院・研究（教員人材育成の目標） 

１．教育・研究を支える人材の育成が急務 

教員の人材育成が教育面, 研究面の両面において

急務になっている。 

２．教員採用・昇任基準を厳格に遵守 

教員の採用および昇任において決められた基準

を厳守し, 教員力あるいは教育力の維持・アップに

努める。 

３．教員人材育成の具体策 

①教員職階ごとの任用（昇任・再任）基準の明確化 ～ 

キャリアパス 

教員の人材育成と教員自身の意欲を引き出すには, 

教員の職階ごとの任用基準を明確にし, 将来設計

が描けるようにキャリアパスの環境・条件を整備

する。 

②教員資格の一本化（一般教育系, 基礎系, 臨床系, 

病院） 

 一般教育系, 基礎系, 臨床系あるいは病院, それ

ぞれの所属には関係なく, 教員資格を一本化し, 

教育・研究を進めていく。 

③講座・教室所属外でも教授を選出できるようにする 

②の教員資格を一本化することにより, 条件を満

たせば講座および教室所属外でも教授を選出で

きるようにする。 

④大学院修了者の海外留学後の教員採用制度を設ける 

 大学院を修了し, 海外留学経験者に対しては教員

採用条件において配慮しているが, それを制度化

していく。 

４．海外留学の奨励と帰国後の採用支援 

３．の④にあるように, 海外留学経験者を積極的 

に採用していく。 

５．科研補助金等の申請を義務づける 

大学教員の任用において, 講師以上には科研申請

を資格条件としている。 

    

Ⅲ．附属病院（財政等改善の目標） 

１．健全経営への新病院システムの活用 

２．健全経営からの臨床研修歯科医師の研修 

３．健全経営からの事務機構の改善 

４．各部署の収支改善策を実行 

 

Ⅳ．教員組織改正に伴う対応 

１．教員評価 →「教員評価委員会規程」（*教員評価調

査票, *講義に対する学生評価表） 

２．教員任用・資格審査基準を明確化（前述） 

３．人材育成・意欲向上からの４施策（前述） 

 

Ⅴ．情報化, ＩＴ化への対応 

１．平成２０年度事業計画を充実, 推進する。 

 

Ⅵ．両専門学校の将来像 

１．「専門学校財政改善等検討委員会」へ付託 

２．募集定員を減らすなどの改善策を実施    

 

Ⅶ．その他の重点計画 

１．創立１００周年記念行事の企画案 

・平成２３（２０１１）年開催 

・「創立１００周年記念行事企画委員会」の設置 

・理事会, 教授会, 同窓会からの協力態勢 

・式典を平成２３年１１月１１日および１１月２６日に開催

（予定） 

２．第２２回日本歯科医学会総会の主幹校に決定 

・平成２４（２０１２）年１０月～１１月開催予定（金～日の

３日間） 

・２５年ぶり本学が主幹校に決定 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

宮本歯科衛生士長宮本歯科衛生士長宮本歯科衛生士長宮本歯科衛生士長・・・・文部科学大臣表彰文部科学大臣表彰文部科学大臣表彰文部科学大臣表彰    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 附属病院の歯科衛生士長・

宮本美千子さんが, 「平成２０

年度医学教育等関係業務功労

者」に選ばれ, 去る１１月２８日, 

文部科学大臣表彰を受けた。 

宮本さんの長年にわたる歯

科衛生士業務の功績が認めら

れたもので, 表彰状を授与さ

れるとともに医学教育等関係業務功労者名簿に名前が

記載される。 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

人人人人        事事事事    

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

あとがきあとがきあとがきあとがき            

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

－余談－ 

新年の挨拶もまだまだという１月１５日, 元理事長・

学長の佐川寛典先生が逝去され, その「お別れ会」が

本学講堂において２月２６日（木）, しめやかに執り行わ

れた。３年にもわたる闘病を経てのこととはいえ, 佐

川先生の死は本学にとって悲しい出来事であった。 

佐川先生といえば, すぐあの笑顔が思い浮かびます

が, 本学にとってはやはり, この楠葉の地への学舎移

転が大きな功績であります。新天地において, 何もか

も新しいところで, 自ら思い描いていた教育を実践, 

完成させる夢を抱いておられたのではないでしょうか。 

「お別れのことば」の中で, 川添理事長がふれられ

た本学の設立者の藤原市太郎も開学当初, 数年間, 自

ら理想とする教育・診療の場を求めて, 移転を繰り返

していますが, 財政面を含めてその苦労は並大抵のも

のではなかったと思われます。佐川先生も, 移転とい

うある意味, 組織の変革において大学をまとめていく

には, 相当の苦労があったものと察せられます。理想

と情熱, 大きな視点から物事を見, また, 自らをそれ

に重ねることで, 私人から公人への変身をはかってお

られたのではないでしょうか。 

その佐川先生が倒れられ, 急遽, あとを引き継がれ

たのが, 今井久夫前理事長・学長でした。急病で亡く

なられた今井先生も短い間でしたが, 大学が直面して

いる現実を見据え, 問題解決へ向け, 佐川先生とは違

う形でリーダーシップを発揮されました。 

 それは, 顕在化してきた大学の財政的問題, その立

て直しを, 理事長・学長としての責務と考え, 自ら先

頭にたって改革を進められました。改革にあたっては, 

自らのこと（私心）には細心の注意を払い, 排除されて

いたに違いありません。公人としての立場を貫かねば, 

完遂できる問題ではないからです。そのことが, 不満

の種を最小限に抑制し, 大学の存続・将来への共通理

解が生まれたのではないでしょうか。 

外見, 話され方, 異質に見えるお二人の先生に共通

していたことは, 地位や立場で区別することなく人と

接し, 他の人の意見を聞く耳をもたれていたことでし

た。また, 弱者に対する思いやり, やさしさというこ

ともお二人に共通していました。 

 佐川元理事長も, 今井前理事長も公人としての立場

を全うされ, 現在の大阪歯科大学を遺されました。そ

の遺産を生かしていくのが, 私たちの責務といえます。

私心という厄介な者をひとまず横におき, 公人として

の視点を仕事という協同作業に生かしていくことが, 

何よりも大切だと思われます。そういったことを, お

二人の先生から教えていただいたように思います。 
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